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1　 目　的

　武 井 D は、小 学校 で 「消化 と 吸収 」を 学

習 した 中学 2 年 生 を 対 象 に 「消化 」 に つ い

て の 理 解 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。 そ の 結

果 、小 学校 の 学習 を経 て も、 「消化 」 の 慨

念 は 科 学 的 に 形 成 され て い な い こ と を 明

ら か に した 。子 ど も は 、「消 化 」 と い う概

念 を 、「食 べ 物 を溶 か す 働 き」 や 「栄 養 ・

養 分 に 変 え る 働 き 」 と捉 え る こ とが 多 く、
「消化 」 と 1吸収 」 を 区別 出来 て い な い な

ど の 問題 が あ る こ とを 指摘 して い る。

　森 本
2 ）

は 、「人 体 」 に つ い て 子 ど もた

ち が 持 っ て い る 固有 の 知識 に は 、形 式 的

な知識 だ けで な く、エ ピ ソ ー ド的 な 知 識 、

メ タ フ ァ
ー

な ど の 日常知 が 存在 し て い る

と指 摘 して い る。 r一ど もは 、生 物 学 的 な

事象 を説 明す る た め に 、エ ピ ソ ー
ド的知

識 や 、 メ タ フ ァ
ーな ど を認 知 的道具 と し

て 用 い る こ と で 、 自分 の 世 界 の 中 に 取 り

入 れ て 理 解で き る よ うに な る。 つ ま り、

子 どもた ち が 科 学的 な 概念 を深 化 ・拡 大

す る 上 で 、メ タ フ ァ
ー表現 は 重 要 な 方 略

の
一

つ な の で あ る。

　 そ こ で 、本研 究 は 、子 ど も の 消 化 ・吸

収 の 理 解 の 実 態 に つ い て 、研 究全 体 の 概

要 及 び 質 問紙 に よ る調 査 結 果 を示 す 。

2 　研究方法

（1）調査対象

  理 解 の 実態 を把 握 す る た め の 調査 ： 公 立

　小 学校 6 年 生 7 ク ラ ス （268 名 ）

  検 証 授 業 ： 公 立 小 学校 6 年 生 2 ク ラ ス

　 （46 名 ）

（2 ） 調査時期 ・方法および授 業の概要

  a ： 平成 21 年 2 月
一

質 問 紙 に よ る 事前

調査 お よび 事 例 面 接調 査

  a ： 平成 21 年 4 月
一一

質 問紙 に よ る事 前

調査 、 b ： 平 成 21 年 4 月一 検証授 業 （学

習 プ リ ン ト、授 業 中の VTR 録画 、音 声デ
ー

タ に よ る調 査 ）、 c ： 平 成 21 年 4 月
一

質 問紙 に よ る事 後調 査

　 4 時 間 の 検証 授業 は次 の 通 り で あ る 。

第 1 次 ； 入や動物 が生 き て い くた め に必要 な

もの と体の 仕組 み を関係づ け て 考 え、食 べ た物

の 体 の 中で の 変化 に興味を持 っ 。

第 2 次 ：だ液 によ っ て デ ン プ ン が糖 に分解 さ

れ る こ とを実験を通 して捉 える。

第 3 次 ： 実験結果か ら、だ液に は デン プ ン を

別 の もの にす る働きが ある こ とに気付 き、そ

の働 きを紙に モ デル を描い て 表現する 。

第 4 次 1 デ ン プ ン と糖 の モ デ ル を 紙 粘 土

で 作 り、だ 液 の 働 きに つ い て 他 者 に 説 明

す る活 動 を 行 う。

3　 質問紙 に よる調査結果

　質閙紙に よ る調 査 の 結果、　 「消化 ・吸収」

の 学習 を終えた 子 どもの うち 「消化 液 は 、

食 べ 物 を 吸 収 で き る別 の も の に 変 化 させ

て い る 」 と い う質 問 に 、268 入 ［lt198入が

「は い 」 と回答 した。学習後に、消化に っ い

て の命題 を回答で き る子 ども は 74％ とな る

こ とがわ か っ た。

　 し か し、そ の 198人 ［1T112人 が 「消化液は

食べ 物 を栄養 の ある もの に変え て い る。」 「消

化 液 は 食 べ 物 と合 体 し て 栄養 を 作 っ て い

る 。」 の い ず れ か の 問 い に 「は い 」 と回答

し た 。 こ の こ と か ら 、 命 題 を 正 し く記 述

で きて も、消化 を 「栄養 ・養分 に変 え る働 き」

と捉え て い る 了 どもは 、 57％ しか い ない こ と

がわか っ た。調査結果 に つ い て の 詳細 お よび

考察は研究発表 時 に報 告す る 。

4 　課 　題

　本研 究 は 、 子 ど も の 実態 に 根 ざ し 授 業 を

構 想す る も の で あ る 。 今 後 は 、 子 ど も た ち

が 消 化 の 働 き を い か に 類推 す る の か 、実際

に 授業 をデザ イ ン し 、 そ こ で 創 造 され た モ

デ ル を分析 し、子 ど もた ち の 消化 ・吸収 の

概 念 の 理 解 の 実態 を 明 ら か に す る 。
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